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る｡ すなわち, 短波放射量と純放射量とは直線的関係にあって, その方向係数は生育が進むに従ってやや
減少する｡ また水稲植被層の反射係数は生育の段階により異なり生育初期で 0.1上 最盛期で 0.20なる






るとともをこ相対蒸散量との関係から茎葉の繁茂によっておこる蒸散効率低下の機構をも明らか に して い
る｡ また水田面蒸発については, 水出 面における熱収支式による検討の結果, 到達純放射量と流出潜熱,
流入顕熱などの関係が葉面積指数- 1 の生育段階を境として流入顕熱が逆転することを示している｡
第三編では, 以上の研究結果から, 水稲櫨被層が白からマルチ作用を行なっていることを指摘し, それ
らのマルチ作用は水稲国の熱収支において主要な項目である蒸発散壷, 水温,地温に重要な影響 を及 ぼ










式において潜熱輸送量 (蒸発散によるもの) と顕熱輸送量 (大気- の拡散) とを Bowen'sratioを適用
することにより巧みに分離することに成功し, 蒸発散による潜熱輸送量を明確にすることができた｡ これ
により著者の誘導した熱収支式は水稲田の蒸発散現象解明の有力な手段となることを示している｡
以上の熱収支式によって蒸散量を概算できることを確かめ, さらに水稲植被層内の蒸散量, 蒸散強度な
どの垂直分布を葉面積指数との関係において明らかにし, 特に蒸散強度の垂直分布のアンバランスが蒸散
効率低下の主因をなしていることを示している｡ また水田面蒸発量についても水団面における熱収支式に
より詳細に検討を行なっている｡ さらに水稲植被層自体がマルチ作用を行なっていることを指摘し, その
マルチ作用が義発散の起因となっている各項目に重要な影響を及ぼし, それがひいては収量と密接な関係
をもつことなどを明らかにしている｡
以上のとおり本論文は水稲田の蒸発散の機構を熱収支の面から究明したものであって種々の新知見を明
らかにし, かんがい排水学の分野に貢献するところがきわめて大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-889-
